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二
月
十
七
日
自
治
会
館
に
お
い
て
、
代
議
員
及
び

各
部
長
会
議
を
開
催
し
、
平
成
七
年
度
決
算

・
平
成

八
年
度
予
算
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
．

平
成
八
年
度
は
、
自
治
会
費
の
改
訂
が
必
要
と
な

り
、
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
慎
重
審
議
の
結
果
、
踏
般

の
情
勢
を
盤
み
て
、
自
治
会
総
会
に
上
程
す
る
事
に

決
定
し
ま
し
た
。

支
出
合
計

百
七
十

一
万
五
千
円

差

引

残

高

０

円

三
百
円
引
き
上
げ

三
百
円
引
き
上
げ
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西

井
自
治
会

平
成
七
年
度
決
算

収
入
合
計

（』墨林）

百
六
十
四
万
九
千
六
百
七
十
八
円

内
　
釈議議銭費　　計却紡Ｍ

肝駄爾酎臥
円

雑
収
入
　
　
　
十

一
万
五
千
九
百
六
十
円

支
出
合
計

百
四
十
九
万
七
千
六
百
十
九
円

豊
引
残
高

十
五
万
二
十
五
十
九
円

平
成
八
年
度
予
算

（案
）

収
入
合
計

百
七

十

一
万

五

千

円

十
五
万
三
千
五
十
九
円

百
四
十
六
万
円

十
万
三
千
九
百
四
十

一
円

内
雑自線
収治越訳
入会金

費

だ
よ
り

平
成
八
年
二
月

自
治
会
広
報
部

と
な
り
ま
す
。
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鶴
沿
会
鑢
泰

三
月
二
十

一
回

午
後

一
時
開
催

西
新
井
白
治
ム〓
館

来
る
二
月
二
十

一
日

（日
）
平
成
八
年

度
自
治
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

予
算
等
の
重
要
議
層
が
審
議
さ
れ
ま
す
。

ご
多
忙
中
と
は
存
じ
ま
す
が
、
万
購
轟
り

合
わ
せ
て
の
上
、
町
内
一警
機
の
ご
出
構
を

御
願
い
致
し
ま
す
。

あ
し
た
へ
向
か
っ
て

自

治

会

長

須

基ヽ
菫
一藤

西
新
井
町
内
の
警
檬
日
頃
は
、
自
治
会
活
動
に

対
し
ま
し
て
織
大
な
る
ご
鷺
力
を
扇
り
鐵
に
有
り

難
う
癬
塵
い
ま
す
．

さ
て
、
昨
年
は
年
菫
よ
り
、
阪
神

。
議
躍
大
震

災
と
云
う
、
か
つ
て
な
い
大
災
害
に
見
舞
わ
れ
、

更
に
、
オ
ー
ム
真
理
教
団
に
よ
る
地
下
鉄
サ
リ
ン

事
件
と
数
々
の
災
難
続
き
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。

幸
い
に
我
が
西
新
井
町
に
於
い
て
は
、
特
に
大
き

な
事
故
も
無
く
、
待
菫
の
四
辻
に
点
滅
信
号
が
出

来
ま
し
た
。
お
議
で
大
き
な
交
轟
事
故
も
鑢
く
、

今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
．
又
、
通
学
饉
に
は
自

線
が
引
か
れ
、
学
麗
も
安
心
し
て
豊
校
し
て
お
り

ま
す
。

然
し
乍
ら
国
道
五
０
号
轟
に
選
じ
る
、
毛
警
繭

新
井
鯉
は
朝
晩
の
運
動
時
に
は
特
に
交
濾
な
が
多

く
、　
一
寸
の
油
断
も
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
議

は
こ
の
道
鰺
の
拡
磯
を
常
に
当
局
に
鐘
構
し
て
お

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

尚
、
い
よ
い
よ
当
露
新
井
町
も
警
種
の
ご
甕
菫

に
よ
り
、
区
画
整
理
へ
と
考
え
る
時
鐵
と
な
っ
た

の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
、
そ
の
範
は
警
機
と
共

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
．

伸
び
ゆ
く
西
新
井
町
の
発
に
―
‥
１

七
年
度
を
顧
あ
て

豊
滲
会

劃
会

擁

咸

爾
　
キ

西
新
井
町
の
警
饉
よ
う
や
く
警
め
い
て
ま
い
り

ま
し
た
．

日
覆
自
治
会
の
活
動
に
、
ご
機
力
を
頂
き
鶴
札

申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
皆
機
の
ご
多
幸
を
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
自
治
会
運
営
の
事
で
す
が
、
今
年
度
も

現
時
点
で
は
例
年
ど
う
り
大
き
な
支
障
も
な
く
、

お
陰
様
で
恙
無
く
機
遇
し
て
お
り
ま
す
．
私
達
一役

量

一
同
は
町
民
警
機
の
声
の
数
収
を
圏
り
、
自
治

会
運
営
に
反
映
さ
せ
て
ゆ
き
た
い
と
、
常
に
考
え

て
議
り
ま
す
．

西
新
井
町
の
人
口
も
増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
お

り
ま
す
．
そ
の
人
達
と
の
機
極
的
な
交
流
を
計
り

、
西
新
井
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
町

内
に
し
た
い
と
勢
力
し
て
お
り
ま
す
。

西
騎
井
町
に
は
、
他
町
内
に
負
け
な
い
活
発
な

各
部

・
各
種
団
体
を
持
つ
て
お
り
ま
す
。
体
書
部

に
数
立
さ
れ
た
儘
歩
会

。
ひ
ま
わ
り
会
を
初
め
と

す
る
各
会
は
、
健
鷹
造
り

。
人
の
和

ｏ
文
化
の
纏

承
に
と
、
箱
極
的
な
活
鰺
を
し
て
お
り
ま
す
．

町
肉
の
警
様
と
の
間
を
、
広
報
饉
等
で
結
ん
で

置
き
、
自
治
会
運
営
、
各
種
団
体
に
も
皆
様
の
穣

極
的
な
参
態
を
重
み
ま
す
。

自
治
会
運
営
の
強
化
を
固
り
、
次
代
の
人
が
蕃

ん
で
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
頂
け
る
、
運
営
を
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

警
機
の
変
わ
ら
ぬ
ご
協
力
を
宣
し
く
鶴
願
い
鏡
し

ま
す
ｏ平

成
七
年
度
に
輸
入
さ
れ
議
し
た

方
々
を
翻
介
し
ま
す
。

．　
欝
　
〓
麟
量
　
　
木
村
薬
典
　
檬

第
　
九
麟
織
　
　
小
野
隆
明
　
饉

第
二
一
麟
鰹
　
〈有
）
ユ
ー
ア
イ
檬

第
二
七
隣
綴
　
　
鷹
補
　
進
　
機

″
　
　
　
　
　
川
饉
啓

一　
檬

第
二
八
鱗
組
　
　
吉
灘
　
嚢
　
議

″
　
　
　
　
　
饉
　
饉
太
郎
穣

落
　
　
　
　
　
魔
木
伸
饉
　
檬

爾
齢
井
町
の
雄
難
数
は
三
百
六
十
六
軒
に

な
り
ま
す
。

交
通
安
全
は
家
庭
か
ら

え
剌
爽
鑢
警
合
議
会
議
新
丼
分
春
薇

轟

野

二
郎

西
新
井
町
の
警
機
、
い
つ
も
交
通
安
全
機
会
の

活
動
に
対
し
て
、
攘
い
ご
理
解
ご
儘
力
を
頂
き
、

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ

う
』
と
の
合
い
書
菫
で
、
警
察
攀
を
始
め
市
民
朧

ぐ
る
み
で
、
斐
濾
安
全
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
．

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
爆
日
事
故
の
な
い
日
は
あ
り

ま
せ
ん
。

特
に
爾
新
井
町
は
、
圃
饉
五
〇
号
籐
と
平
画
交

難
し
て
い
る
、
最
も
危
険
な
・選
機
の
あ
る
町
内
で

１

す
。
蒻
木
県
で

一
警
事
故
の
多
い
所
は
足
利
市

轟

そ
の
市
内
の
中
で
最
も
事
故
の
多
い
町
内
は
、
画

新
井
町
と
言
う
事
で
有
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
Ｅ

事
故
は
恐
い
、
事
故
は
額
し
い
出
来
事
で
す
．

事
故
に
遭
わ
な
い
様
に
し
ま
し
よ
う
。

交
通
安
全
は
家
庭
か
ら
、　
一
人

一
人
が
交
遷
ル

ー
ル
を
、
良
く
守
り
正
し
い
交
通

・
饉
が
な
い

ｏ

あ
わ
て
な
い

。
事
故
を
起
こ
さ
な
い
機
に
常
に
心

掛
け
、
そ
し
て
事
故
の
な
い
、
住
み
良
い
覇
る
い

西
新
井
町
に
致
し
ま
し
よ
う
。

尚
、
交
通
安
全
螢
動
会
費
に
付
き
ま
し
て
も
、

皆
様
方
の
機
か
い
ご
支
援
に
よ
り
、
特
別
賛
勁
会

費

・
医
院

‘
企
業

・
商
店
の
警
機
一方
と
合
せ
て
、

一
八
万
九
千

一
九
〇
円
に
な
り
ま
し
た
。
厚
く
機

礼
申
し
上
げ
ま
す
．
こ
の
費
一重
な
会
費
は
春

・
教

の
交
遷
安
全
運
動

・
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
農

。
交

通
安
全
書
道
晨
そ
の
他
多
く
の
、
斐
遷
資
金
対
策

に
利
用
さ
せ
て
願
い
て
お
り
ま
す
．

今
年
も
ど
う
ぞ
宣
し
く
ご
支
燿
ご
機
力
鶴
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

ジベ ー

自

治

会

費

改

定

案



春

は

近

い

ぞ

鮨

悪
館
Ａオ

鶴
『
¨ｆ
⌒
一
摯
ぃ

ザ
一
プ
一

雪
が
解
け
て
或
日
目
を
ふ
と
庭
先
に
や
る
と
、

冬
枯
れ
の
中
に
線
の
芽
が
出
て
い
る
、

【フ
キ
ノ

ト
ウ
】
だ
と
判
る
と
感
動
し
た
。
気
象
情
報
で
は

ま
だ
薮
雪
だ
と
言
っ
て
い
る
の
に
、
春
は
す
ぐ
近

く
ま
で
来
て
い
る
の
だ
と
感
じ
磐
し
く
な
っ
た
、

二
月
も
末
日
の
こ
と
で
し
た
．

事
件
が
多
く
神
戸
談
路
大
震
災
、
松
本

・
遮
下

鉄
サ
リ
ン
と
、
数
多
く
の
殺
人
事
件
が
あ
っ
た
平

成
七
年
も
終
わ
り
、
平
成
八
年
を
迎
え
ま
し
た
。

町
内
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
慶
び
に

た
え
ま
せ
ん
。

当
自
沿
会
も
昨
年
は
、
皆
様
方
の
縮
大
な
る
ご

協
力
に
よ
り
、
諸
行
事
が
滞
り
無
く
無
事
に
終
わ

り
ま
し
て
、
平
成
七
年
の
年
度
末
を
迎
え
よ
う
と

し
て
お
り
ま
す
．

私
も
当
町
内
に
引
っ
越
し
て
、
四
０
年
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
．
こ
の
間
皆
様
の
温
か
い
ご

指
導
を
頂
き
、
西
新
井
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と

し
み
じ
み
感
じ
ま
す
．
今
後
と
も
宜
し
く
御
願
い

致
し
ま
す
。

当
町
内
に
は
他
の
町
内
に
負
け
な
い
、
体
育
部

を
始
め
各
種
団
体
、
各
都
会
が
あ
り
、
人
の
和
を

尊
重
し
結
東
し
て
事
に
当
た
り
、
立
派
な
業
績
を

上
げ
て
お
り
ま
す
。
平
成
八
年
度
も
最
非
こ
の
精

神
を
持
っ
て
、
自
治
会
運
営
に
当
た
り
、
立
派
な

自
治
会
活
動
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

『住
ん
で
良
か
っ
た
西
新
井
町
』
を
合
い
言
葉

に
し
て
爾
彊
ぅ
て
行
こ
う
で
は
ぁ
り
ま
せ
ん
か
。

今
後
と
も
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
鶴
力
を
御
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

の
　
こ

と

杏

会

長

．派

雄

■

地
域
の
書
檬
に
は
、
毎
回
の
行
事
等
に
お
い
て

大
変
ご
協
力
頂
き
、
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

世
の
中
も
日
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
ま
す
が
、
そ

の
中
で
子
供
達
は

一
生
懸
命
に
生
き
て
い
ま
す
。

今
後
も
大
切
な
子
供
達
を
、
地
域
ぐ
る
み
で
盪

か
く
見
守
っ
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
希
趣
し
ま
す
。

一
年
間
本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
．

育

育成

人
裁会

西
・新
井
ハ
本
節
愛
好
会
の
場
ゆ
み

常
罐
鑢
鐘
久

西
新
井
八
木
節
麓
好
会
も
発
足
以
来
二
〇
年
の

歳
月
が
流
れ
ょ
ぅ
と
し
て
い
る
現
在
で
す
。
会
農

も
四
代
日
と
な
り
、
平
成
七
年
よ
り
私
、
須
永
克

夫
が
仰
せ
付
か
わ
せ
て
頂
ぃ
て
ぉ
り
ま
す
。

一
昨
年
よ
り
女
性
会
員
は
、
先
摯
の
後
を
受
け

六
名
の
新
メ
ン
パ
ー
を
加
え
て
発
足
し
、
平
成
七

年
五
月
二
七
日
例
鶴
篠
衝
選
ゆ
か
り
の
解
土
蓋議
能

（市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
）
に
て
、
デ
ビ
ユ
ー
発
表

い
た
し
ま
し
た
．
こ
れ
を
初
め
と
し
…
…

《
西
新
井
町
夏
祭
り
》

《
西
新
井
町
納
濠
籐
》

《
足
利
フ
エ
ス
テ

（花
火
大
会
前
夜
豪
渡
輿
艤
河

川
敷
）
》

《桐
生
祭
り
》

《欄
爵
古
塁
察
り
》

《
一
回
目
足
利
太
平
記
鐵
》

《
Ｊ
Ｒ
大
宮
腰

（足
利
観
光
八
木
節
）
》

《
西
新
井
町
敬
者
会
》

《
二
国
目
太
平
霞
饉
》

《山
辺
地
区
体
青
禁
》

《
ア
メ
リ
カ
イ
リ
ノ
イ
翔
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ル
ド

女
性
市
長
畿
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

（Ｎ
ミ
ヤ
ョ
）
》

《
国
民
文
化
察
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
レ
ー
ド
》

《尊
氏
ゆ
か
り
の
規
睦
会

（Ｎ
ミ
ヤ
コ
）
》

《
足
利
商
業
高
校
―
中
国
繭
業
高
校
姉
難
都
市
歓

連
会

（Ｎ
ミ
ヤ
ョ
）
》

《
足
利
商
工
会
議
所
天
竃
齢
祭
り
》

《
西
新
井
町
文
化
祭
》

《山
辺
地
区
文
化
祭
》

と
数
々
の
公
績
活
動
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

捌
幣
獲
鐵
遺
ゆ
か
り
の
輝
土
蓄
饉
プ
ロ
グ
ラ
ム

作
成
に
当
た
っ
て
は
、
町
内
各
位
機
又
事
業
所
饉

に
、
広
告
掲
載
を
欝
願
い
に
上
が
り
ま
し
た
と
こ

ろ
、
快
く
お
引
き
受
け
下
さ
い
ま
し
て
本
当
に
有

り
難
う
御
塵
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
西
畿
井
町
罐
進
，
八
未
艤
足
刺
、

若
さ
の
画
新
井
町
八
木
節
を
、
キ
ヤ
ツ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
前
進
し
て
ま
い
り
ま
す
り

ど
う
ぞ
ご
期
待
下
さ
い
．

興
味
を
お
持
ち
の
方
鱗
時
入
部
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
。
Ｔ
ｅ
Ｌ
　
七
二
―
三
二
七
三
ま
で
お
尿
い

し
ま
す
９

鐘
歩
奎
ほ
鰺
加
し
ま
せ
ん
か

鑢

夢

泰

会

晨

心
桑
帝

一
郎

町
内
の
皆
様
　
機
歩
会

（ウ
オ
ー
キ
ン
グ
）
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
。
私
違
艤
渉
会
は
平
成
七
年
四

月
に
発
足
し
、
早

一
ヶ
年
と
な
り
す
．

饉
歩
会
で
は
町
内
の
警
機
の
健
康
作
り
ｏ
体
ヵ

藩
議
の
お
手
伝
い
の
一
機
と
し
て
、
警
檬
の
能
力

体
力
を
第

一
に
考
え
て
、
自
由
参
加
と
マ
イ
ベ
ー

ス
で
歩
く
会
で
す
り

憾
渥
日
曜
日
、
朝
八
時

。
自
治
会
餞
広
場
に
、

男
子
一
〇
名
コ
女
子
一
〇
名
前
後
の
方
々
が
三
々

五
々
曇
り
、
経
く
ス
ト
ン
ツ
チ
体
操
で
身
体
を
ほ

ぐ
し
て
か
ら
、
織

一
時
間
二
粧
に
な
っ
て

（早
く

歩
く
縦
」
讐
選
ヒ
歩
く
級
）
歩
い
て
お
り
ま
す
．

又
「
ハ
イ
キ
ン
グ
に
も
行
き
ま
し
た
場
平
成
七

年
十

一
月
に
十
七
名
の
参
加
を
得
て
、
議
鐘
山
か

ら
行
遷
山
ま
で
の
、
楽
し
い
山
歩
き
が
出
来
ま
し

た
．
当
日
は
数
議
機
構
の
天
候
に
も
意
ま
れ
、
鐘

着
か
ら
艤
く
富
士
山
じ
秩
父
連
山

‘
画
上
州
の
山

々
コ
足
利
市
内
が
籍
庭
の
よ
う
に
眺
め
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
口
爾
議
山
を
豊
り
大
着
昆
沙
門
天
を

鍾
て
い　
一
二
時
三
０
分
頃
行
選
曲
剣
が
爆
で
楽
し

い
昼
食
、
金
員
が
子
供
に
運
っ
て
、
大
き
な
量
り

飯
を
握
震
り
、
こ
ん
な
に
旨
い
昼
饉
は
何
年
振
り

だ
と
「
和
や
か
な
一
時
で
し
た
り
終
点
の
行
道
山

浄
因
寺
逸
は
小
一
時
間
で
到
矮
、
何
と
女
性
有
意

の
方
重
名
が
熱
々
の
コ
ー
ヒ
ー
・
お
業
の
サ
ー
ビ

ス
、
何
と
気
の
付
く
こ
と
、
疲
れ
た
身
体
も
、　
一

杯
の
コ
ー
ヒ
ー
で
吹
っ
籍
び
、
活
力
艤
々
に
な
り

ま
し
た
め

小
体
上
の
機
石
段
を
下
り
舅
灌

。
女
滝
を
経
て

難
路
に
付
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
気
軽
に
警
さ
ん
の
参
加
を
頂
け
ま

す
よ
う
に
、
今
年
は
次
の
行
事
を
諦
画
し
て
お
り

ま
す
。一

月
　
　
毛
野
ａ
大
坊
山

二
月
　
　
野
田
町

・
矢
場
川
水
岡

二
月
　
　
太
田
ゥ
ォ
ー
キ
ン
グ
鬱
加

園
月
　
　
櫂
生

。
鶴
神
曲

五
月
　
　
日
光
む
戦
艤
一ヶ
豪
～
議

六
月
　
　
山
薬
狩
り

七

・
八
。
九
月
は
未
定

十
月
　
　
画
壌
町

ｏ
大
小
曲

十

一
月

行
饉
山

十
二
月
　
意
年
会

文
化
部
活
動

の

一
年

夫
　
れ

押

晨

李
え

鶴

一

皆
さ
ん
今
日
は
、
文
化
部
で
す
．
早
い
も
の
で

私
が
文
化
部
長
の
大
任
を
額
か
っ
て
二
年
目
を
迎

え
ま
す
。

昨
秋
十

一
月
四
日
～
五
日
の
二
日
間
に
わ
た
っ

て
、
自
治
会
艤
で
開
か
れ
た

「文
化
祭
」
で
は
、

大
変
お
世
饉
に
な
り
ま
し
た
。
　

見
事
に
咲
き
謗

つ
た
菊
や
盆
議
、
色
鮮
や
か
な
生
花
を
初
め
と
す

る
、
町
内
の
響
穣
一の
真
心
の
こ
も
っ
た
、
写
真

３

譲
面

白
手
叢

●
手
作
り
作
品
等
の
一晨
示
品
に
加
え

、
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
に
も
議
や
か
さ
を
秘
め
た

【お
藤
の
纂
】
そ
し
て
燿
か
し
い

【大
正
琴
】
の

構
き
の
か
も
ち
出
す
ア
ン
サ
ン
プ
ル
や
、
八
未
饉

愛
好
会
の
書
機
の

【お
囃
子

‘
唄
と
躍
り
】
も
加

わ
り
、
ま
さ
に
、
足
制
市
内
で
は
罐

一
町
内
単
位

で

「文
化
祭
」
を
続
け
て
い
る
、
西
新
井
町
な
ら

で
は
と
の
感
を
鷺
え
た
方
も
、
多
い
の
で
は
な
い

で
し
よ
う
か
。
又
、
大
鏑
に
秋
の
味
覚
を
訳
山
加

え
、
野
外
で
じ
っ
く
り
鑢
込
ん
だ

【
つ
る
し
銭
】

の
、
お
味
は
如
何
で
し
た
で
し
ょ
う
．

さ
て
、
本
年
度
の
文
化
部
で
は
、
邊
非
町
内
の

子
供
さ
ん
方
の
参
加
を
文
化
難
等
を
進
じ
て
、
積

極
的
に
取
り
量
ん
で
行
き
た
い
と
量
っ
て
お
り
ま

す
っ
子
供
に
は
、
私
た
ち
の
可
能
性
を
未
来
に
つ

な
ぐ
簗
け
補
で
す
。
子
供
達
の
作
品
の
農
示
は
も

ち
ろ
ん
、
大
人
も
子
供
も
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
て
行
き
た
い
所
存
で
あ
り
す
。
育
成
会
の

方
逮
と
も
ご
欄
機
の
上
進
め
て
行
こ
う
と
懲
っ
て

お
り
ま
す
。
堂
し
く
驚
願
い
い
た
し
ま
す
。

（追
・範

‥
自
治
会
饉
に

〔カ
ラ
オ
ケ
〕
難
量
が

設
備
さ
れ
ま
し
た
。
斉
藤
と
も
ひ
で
氏
の
ご
厚
意

に
よ
る
も
の
で
す
。
各
種
会
合
、
催
輸
甕
に
ご
剰

用
下
さ
い
。
〕

鶴

黎

畿

梶

［備
え
有
れ
ば
憂
い
な
し
］
神
戸
市
と
湊
騰
北

濃
町
、
人
命
救
助
に

［向
こ
う
三
軒
爾
隣
］
讐
段

の
お
付
き
合
い
が
威
力
を
発
揮
、　
一
方
神
戸
市
で

は
、
隣
は
何
を
す
場
人
ぞ
。
あ
の
惨
状
の
中
で
ｅ

今
日
ほ
ど
麟
継
，
自
治
会
が
纂
議
議
さ
れ
た
事

は
有
り
ま
せ
ん
．
活
動
に
警
さ
ん
の
機
議
が
絶
対

条
件
９
問
声
を
開
い
て
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
り

今
年
度
末
の
広
櫂
議
を
お
送
り
し
ま
す
。
ご
量

見
お
待
ち
致
し
ま
す
。　
　
　
小

林

幕

藤
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